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 We have measured chemical components of soluble aerosols in Antarctic surface snow sampled by JARE 54. The 
surface snow was sampled from 70ºS to 80ºS within 35ºE to 40ºE on Antarctic ice sheet. Soluble aerosols in the surface snow 
are extracted by a snow sublimation method at -50ºC, and their chemical components are analyzed by a Scanning Electron 
Microscope / Energy Dispersive x-ray Spectroscopy. As a results, surface snow in coastal area on the north of Relay Point 
(MD 364) contain mainly NaCl as soluble aerosols; in contrast, surface snow in inland area on the south of Relay Point contain 
mainly Na2SO4. This result suggests sea salt and sulfuric acid react to sodium sulfate in Antractic atmosphere during 









JARE54 は 2012 年 11 月～2013 年 1 月，沿岸（約 70ºS）から内陸（約 80ºS）にかけて南極表面雪を採取した。
ここでの表面雪とは，沿岸で深さ 80 ㎝まで，内陸で深さ 30 ㎝までを示し，これは 1 年～数年分の積雪に相当す
る。採取された試料は 2013 年 4 月以降，北海道大学低温科学研究所の-50℃低温室に保管されている。試料に含ま
れる不揮発性エアロゾル粒子の抽出には雪昇華法を用いた。抽出されたエアロゾル粒子の組成分析には走査型電
子顕微鏡／エネルギー分散型 X 線分析装置を用いた。分析されたエアロゾル粒子のうち、S を含んでいる粒子を




金属成分は Na であった。この結果は、Na2SO4 と NaCl が南極表面雪の水溶性エアロゾルの主成分であることが示
唆し、従来の南極表面雪のイオン濃度の分析結果（イオンの主成分は Na+，Cl-，SO42-）を良く支持している。
Na2SO4 と NaCl を含んでいる粒子に関して、中継拠点よりも沿岸側では個数割合で NaCl＞Na2SO4 となった。他方、
中継拠点よりも内陸側では個数割合で NaCl＜Na2SO4 となった。これらの結果は，沿岸においては海塩(NaCl)が海
洋生物由来の H2SO4 と十分に反応していないが，内陸においては硫酸塩化の反応が促進していることを示唆する。 
